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スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）の取組における

海外フィールドワーク

スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）では、課題研究の一環として行うフィールド

ワークや成果発表等のための海外研修等を行うこととしており、登別明日中等教育学校では、

世界の食糧問題をテーマに課題研究に取り組んでいる。昨年度は、生徒がオーストラリアを

訪問し、農業科をもつ高校や農場等の施設を訪れ、「食」や「農業」についての理解を深め

るための海外フィールドワークを実施している。

目的 ①オーストラリアの農場や農業関連施設を訪問し、現地の食糧事情や日本との関

わりについて理解を深める。

②オーストラリアの高校生や大学生との意見交換等を通じて交流を深め、互いの

文化を理解し、国際的な視野を広げる。

【事前研修】 【実施内容】 【成果の普及】

○ALT（オーストラリア出身） ○現地での高校生との交流や意 ○在校生向けの成果報告会

とのディスカッション 見交換 ○成果等のホームページへの

・オーストラリアの生活や文 ・オーストラリアと日本の食 掲載

化など 文化や農業など 【生徒の感想（一部）】
○駐日オーストラリア大使等と ○農場でのフィールドワーク ・日本の普通科でも、農業に

のディスカッション ・オーガニック農業、気候変 関する科目を設置すること

・オーストラリア農業の特徴 動への対策など により、食や農業に対する

やTPPに対するオーストラ ○その他 関心や理解が深まり、日本

リア政府の考え方など ・大学訪問やホームステイな や北海道が抱える課題に対

ど する意識も高まるのではな

いかと思った。

◇北海道教育委員会のホームページ（http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/kki/sgh.htm）

◇北海道登別明日中等教育学校のホームページ（http://www.akebi.hokkaido-c.ed.jp/）

国際バカロレア（ＩＢ）について

国際バカロレア（以下ＩＢ）は、グローバル人材に求められる素養・能力である、自分の

力で考え、発信する力、さらには異文化理解の前提として、自国の文化への理解を深め、ア

イデンティティを確立すること重視しており、世界140以上の国・地域、約4,300校以上

で導入されている国際的な教育プログラムである。

我が国では、ＩＢの普及・拡大を推進しており、平成30年までに、国内の認定校を、現

在の35校から200校に増加させることを目標として掲げている。そのため、文部科学省で

は、国内の大学入試におけるＩＢの活用促

進や、国際バカロレアの導入を促進するた 国 際 バ カ ロ レ ア の 目 指 す 学 習 者 像

めの教育課程の特例措置などの制度改善を 探究する人 心を開く人

図るとともに、ＩＢの認定に向けた手続き 知識のある人 思いやりのある人

やコスト、学校で工面すべき設備などの情 考える人 挑戦する人

報を正しく伝えるための「国際バカロレア コミュニケーションができる人 バランスのとれた人

認定のための手引き」の作成などの取組を 信念を持つ人 振り返りができる人

行っている。

◇文部科学省のホームページ（http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/ib/1308002.htm）

◇ 全ての学校において、育成すべき資質・能力

を検討する際の参考となる。
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